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助成活動名 
児童養護施設を退所した若者へ向けて生活再建拠点の整備と退所が控えた若者に向けて 
自立への練習拠点整備 

助成額  1,200,000 円 （1,500,000 円の助成金だったが変更届にて 300,000 円減額申請） 

活動内容 

目的 

  
岡山県内の社会的養護のケアリーバーがスムーズにひとり暮らしの生活に馴

染み、また困難に出会った時に相談できる場所を増やしておくことで、社会的
な孤立を防ぐことを目的として本事業を運営しています。 
児童養護施設等の大人に守られる環境から、夢や希望を持ってひとり暮らし

を始めてみるけど、実際はなかなか思っていた通りにいかないものです。退所
前に実際にひとり暮らしの体験をしてみることで色々な気付きや具体的なイメ
ージを持て、ある程度の対策を講じた上でひとり暮らしをスタートすることが
できると考えます。 
 また退所前の段階でひとり暮らし体験事業に参加することで当事業所と接点
を持って関係性を築ければ、地域でひとり暮らしを始めた時に、出身施設だけ
ではなく en も頼れる存在となってケアリーバーの生活を守ることが可能になる
と考えます。 
 

内容 

 
 今年度は以下の様に活動を進めました。 
 
2025.4～2025.5 物件の確保と事業・居室整備・広報 
2025.6～2026.3 体験希望者の受入れ 
 
★広報に関して 

2025.5.13 の当事業所が主催する岡山市社会的養護自立支援会議で市内の児
童養護施設 5 か所、自立援助ホーム 4 か所、自立支援施設 1 か所、岡山市こ
ども福祉課、岡山市こども総合相談所へ事業説明を実施 
2025.5.20 の NPO 法人未来へ（津山市）が主催する岡山県社会的養護自立支
援拠点事業報告会にて県内の児童養護施設等へ事業説明を実施 

★利用に際して 
・利用申込は入所施設経由で、実施に際しては施設の自立支援担当職員（コ

ーディネーター）または担当職員と連携 
・PDCA（Plan, Do, Check, Action）シートを作成し、本人とは事前に目標

確認、事後は振り返り面談を実施 
★その他 

・必要最低限の環境作り（生活保護基準を意識。購入品については価格一覧
を提示し、使用感の感触を持ち帰ってもらえる様に配慮） 

・利用回数の限定はなし（複数回にわたる計画的利用を推奨） 
 



当初の
計画か
らの変
更点 

 
・施設等退所予定者のリービングケアを対象とした「ひとり暮らし体験事業」の

みを運営予定でしたが、今年度は退所を予定する若者が少なく、事業参加者が
限られていました。そういった状況下で、アフターケアのシェルターは 2 か
所を確保していましたが同時に 3 名が居所を失う状況があり、ベンハウスを
一時的に利用する事がありました。 

 
・当初は実際のひとり暮らしをよりリアルに感じてもらえるように、と生活保護

基準で物品を揃えていましたが、事業として複数人が利用するには、ある程度
の耐性を持ち衛生的に使用できる物品を揃えておくことが必要と気づき、変
更届にて追加の物品購入をお願いさせていただきました。 

 

成果 

 
 参加者（利用者）は以下の通りです。 
 
A：8/7～8/8 11/6～11/10 （7 日/2 回） 
 ひとり暮らし体験事業利用。岡山市内の自立支援施設の高 3 男子。事前に施
設職員が見学を希望され、詳細な事業説明と打合せをする時間を持ちました。
自立支援担当職員が計画を立て当初は 3 回利用予定でしたが、退所日が早まり
2 回の利用となりました。 

B：8/13～10/6 （55 日/1 回） 
ひとり暮らし体験事業利用。岡山市内の児童養護施設退所後自宅に戻った 20
歳女子。数日で関係不調となり施設に身を寄せる。施設の職員と連携し、ひと
り暮らしの体験をしながら GH 入所を目指して準備をしました。 

C：10/10～10/13 （4 日/1 回） 
ひとり暮らし体験事業利用。岡山県内の児童養護施設の高 3 男子。退所後は岡
山市でひとり暮らしを予定している、という事で体験を希望され、体験中に家
探しをして退所の準備をしました。 

D：11/12～12/19 （38 日/1 回） 
シェルター利用。児童養護施設、自立支援施設、自立援助ホームを退所した
22 歳女子。同棲相手から逃げて友人宅に身を寄せていましたが長期になり、
ひとりになれる時間と場所が欲しい、と相談があり、初期費用を貯めて新居へ
移りました。 

 
 それぞれのケースでケアリーバーと当事業所の繋がりが生まれ、自分の出身
施設以外にも自分の事を応援してくれる存在があることを伝えられたと思いま
す。 
また、本事業に興味を持って参加してくれた施設の方々とは、以前にも増し

て連携を深めることが出来たように感じています。さらに、具体的な経験をそ
の後の会議で共有したところ、他の施設の方も興味深く話を聞いてくれ、次年
度以降に参加意向を表明してくれています。アフターケア事業所の大きな課題
である「何をしているところなのか」を伝えることができる 1 つの大事な事業
となっていると感じています。 
 
 
 

今後の課題と対
応策 

 
事業の認知度不足 
 
今年度立ち上げた事業なので、十分に認知度を広めるところまでは出来ていないように思
います。事業開始後に知ったことですが、措置されている若者が施設を長期で離れるのは
簡単ではないそうです。「児童相談所への働きかけで、やっと利用にこぎつけた」といった
施設の方の裏話もありましたし、実際に児童相談所から事業説明を求められることもあり
ました。社会的養護自立支援拠点事業委託事業者としての「アフターケア事業所 en」の存
在のみならず、en の実施している事業について、児童相談所をはじめ、より広く広報して
いく必要があると感じています。 
 



写真の提出 

 

 


